
提出された質疑について、次のとおり回答します。

番号 項目
書類名

図面名称
該当ページ 質問内容 回答

1 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）
40

P-104

3.排水設備に「給排水フロー」が図示されております。
「緊急排水層への切替放流」について、「緊急排水槽」とは
基本設計図P-104ピット平面図に記載の「排水調整槽」を示す、
との解釈でよろしいでしょうか。

緊急排水層は、湧水槽Bを指します。

2 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）
40

3.排水設備に「給排水フロー」が図示されております。
「緊急排水層への切替放流」について、下水管途絶時の切替方法
に関する記載がありません。配管途中に手動切替バルブを設置す
る、としてよろしいでしょうか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。
なお、電動バルブで計上してください。

3 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）
40

A-111

4.雨水排水設備に「貯留槽満水時には遮断弁にて屋外放流への
切り替えを行う」とあります。
【SCHP】01_建築工事（建築）A-111工事区分表1＜排水工事＞
2に、
雨水配管(屋外第一桝接続又は雨水槽まで)は建築工事とありま
すので
遮断弁切替による屋外放流配管も建築工事との解釈でよろしい
でしょうか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。
なお、工事区分については、バルブ及び制御は本工事、配管は建
築工事を想定していますので、適切に計上してください。

4 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）

40
P-101

L-012-1
～R

L-030

4.雨水排水設備に「屋外散水栓への雑用水給水フロー」が図示さ
れておりますが、P101系統図(給水・ガス)に図示ありません。
【SCHP】02_建築工事（外構）L-012-1～R・L-030に示す自動
潅水システム・散水栓等への雑用水供給を示す、との解釈でよろ
しいでしょうか。

お見込みのとおりです。

5 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）

40
L-012-1

～R

4.雨水排水設備に「屋外散水栓への雑用水給水フロー」が図示さ
れております。【SCHP】02_建築工事（外構）L-012-1～R給水
平面図に記載の水栓類は衛生設備工事で計上するものとし、水
栓類の型番は下記としてよろしいでしょうか。
・散水栓：T28KUNH13(SUS製ﾄﾞｰﾑ型散水栓ﾎﾞｯｸｽ共)
・散水栓2口：F136K-13(SUS製水栓柱共)
・立水栓：T28AKUH13(SUS製水栓柱共)
・手洗い：横水栓T200ESNR13C(SUS製水栓柱共)+地流し
(建築工事)

お見込みのとおりです
但し、手洗いの水栓柱は建築工事にてコンクリート立ち上がりを
設けるので水栓柱は不要です。

6 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）

40
L-012-1

～R

4.雨水排水設備に「屋外散水栓への雑用水給水フロー」が図示さ
れております。【SCHP】02_建築工事（外構）L-012-1～R給水
平面図に記載の「給水管(外構工事分)」は、自動潅水システム間
の渡り配管と考え、管材をHIVPとして衛生設備で計上する、とし
てよろしいでしょうか。

渡り配管についても建築工事とします。

7 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）
40

L-012-3

4.雨水排水設備に「屋外散水栓への雑用水給水フロー」が図示さ
れております。【SCHP】02_建築工事（外構）L-012-3 デッキ1
外構に「スプリンクラー1～5」「電磁弁7」の記載があります。
工事区分はL-030自動潅水と同様とし、電磁弁・スプリンクラー
本体の設置・制御工事・電磁弁7～各スプリンクラーまでの配管は
外構工事、電磁弁7への雑用水給水供給のみ衛生工事、との解釈
でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

8 機械設備
基本設計説明書（構造、

電気、空調、衛生）
40

L-012-3

4.雨水排水設備に「屋外散水栓への雑用水給水フロー」が図示さ
れております。【SCHP】02_建築工事（外構）L-012-3 デッキ1
外構に記載の「スプリンクラー1～5」について、雑用水供給量検
討の為、スプリンクラーの形状・必要水量をご教示ください。

レインバード、ポップアップ式スプリンクラー、Falcon 6504同
等品にて検討してください。

9 機械設備
基本設計図
機械設備

MP-002

特記仕様書2_給排水衛生設備の保温の種別
保温種別に適用の○がついておりません。
適用する保温材は、屋外露出と暗渠内ピットはPF・これ以外は
GWとの解釈でよろしいでしょうか。

保温種別の変更については、実施設計や技術協力業務の中でラ
イフサイクルコスト等を総合的に比較した上で決定するものとし
ます。

10 機械設備
基本設計図
機械設備

MP-002

特記仕様書2_給水設備_配管材料
上水と中水が同じ管材で記載されております。
（床下暗渠・地中埋設がSGP-VD・これ以外の建物内がSGP-
VB）
同一管材による誤接続防止の為、中水をSGP-VAとしてよろし
いでしょうか。

配管材料の変更については、実施設計や技術協力業務の中でラ
イフサイクルコスト等を総合的に比較した上で、決定するものとし
ます。

11 機械設備
基本設計図
機械設備

MP-002
特記仕様書2_建物導入部配管
・(a)・(b)・(c)に対して適用の○が記載ありません。
「(c)スリークッション」としてよろしいでしょうか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

12 機械設備
基本設計図
機械設備

MP-002

特記仕様書2_引込納付金等
・要・不要に対して適用の○が記載ありません。
引込納付金は「不要」としてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

13 機械設備
基本設計図
機械設備

MP-002
特記仕様書2_放流納付金等
・要・不要に対して適用の○が記載ありません。
放流納付金は「不要」としてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

14 機械設備
基本設計図
機械設備

P-001
MP-001

受水槽について、MP001特記仕様書に記載の「特定施設の重要
機器」と考え、耐震「1.5G」としてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

15 機械設備
基本設計図
機械設備

P-001

受水槽について、付属品に「レベルキャッチャー」とありますが、気
相部範囲の記載がありません。
全気相部仕様としてよろしいでしょうか

お見込みのとおりです。

16 機械設備
基本設計図
機械設備

P-001

受水槽について、付属品に「非常用水栓」とありますが、P003器
具表(1)には、型番の記載がありません。
非常用水栓の型番は「T28AKUH13」としてよろしいでしょう
か。

お見込みのとおりです。

工事請負契約締結前であるため、詳細図等については公表しておりません。　　　　　　　
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提出された質疑について、次のとおり回答します。

番号 項目
書類名

図面名称
該当ページ 質問内容 回答

17 機械設備
基本設計図
機械設備

P-001

曝気ポンプの能力について、「5.8 m3/min × 0.4kW」とあり
ますが、仕様に見合う機種が無く、選定が困難です。
メーカーに機器選定を依頼しますので、「汚水槽の曝気ポンプ起
動水位」「排水調整槽の曝気ポンプ起動水位」をご教示ください。

当該事項については、以下仕様同等以上にて計上ください。
C-BP-P101:11m3/h×0.4kW×1台
C-BP-P102:11m3/h×0.4kW×2台

18 機械設備
基本設計図
機械設備

P--003

行政棟の下記部屋について,チャームボックス(YKB102)を各室
1台ずつ設置する、としてよろしいでしょうか。
「地下1階WC」「M2階WC」「3階WC4」「5階WC・洗面」×2室,
「8階化粧室(市長執務室)」「副市長化粧室」×3室

チャームボックスの追加については、基本設計段階であるため、
実施設計および技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

19 機械設備
基本設計図
機械設備

P-003
-005
A-111

A111工事区分表1に「汚垂石」「鏡」が建築工事とあります。
衛生器具表(1)-(3)に記載の「AB545KA(ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱｷｯｽﾞ)」
「EL80019(LED照明付鏡)」は工事区分表1の通り建築工事と
してよろしいでしょうか。

衛生器具表に記載のあるものについては、本工事としてくださ
い。

20 機械設備
基本設計図
機械設備

P-004

議会棟「2階WC2(W)・WC3(W)」「3階WC2(W)・WC3(W)」
「4階WC2(W)・WC3(W)」の
フィッティングボードは、ベビーチェアと読み替えてよろしいで
しょうか。

当該事項については、フィッティングボードのままとしてくださ
い。

21 機械設備
基本設計図
機械設備

P-103
P-104

下水本管・雨水本管への配管ルートについて、
P-103外構図に記載のルート通りに、各ピット水槽を横断できる
ものとし、排水中継槽・排水中継ポンプは不要、としてよろしいで
しょうか。

配管ルートについては、基本設計段階であるため、実施設計およ
び技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。
なお、基本設計段階では、排水中継槽・排水中継ポンプは不要な
ものと想定しています。

22 機械設備 基本設計図
P-107
P-002

市民広場棟「M2階おむつ替えスペース」について,平面図には枠
内添付画像の記載がありますが,機器表と器具表に記載がありま
せん。
調乳用電気温水器(CH22-3シンク一体タイプ相当)1台設置とし
てよろしいでしょうか。

調乳用ミニキッチン（調乳用電気温水器含む）は建築工事としま
す。

23 機械設備 基本設計図
P-107
P-002
P-003

行政棟 「M2階WC」について,平面図には枠内左画像の記載があ
りますが,機器表・器具表に室名と仕様の記載がありません。
「行政棟B1階WC」に倣い,洋風大便器,チャームボックス,アンダー
カウンター式洗面器,LED照明付鏡,ハンドドライヤー,電気温水器
(A-WHE-1)各1台設置としてよろしいでしょうか。

当該部分については、1階WCの天井裏の為、機器設置は不要で
す。

24 機械設備 基本設計図
P-107
P-002
P-005

市民広場棟「M2階おむつ替えスペース」について,平面図には枠
内画像赤枠部の記載がありますが,器具表に室名と仕様の記載が
ありません。
ベッセル式手洗器,電気温水器(S-WHE-1)各1台設置としてよろ
しいでしょうか。

手洗器は壁掛けタイプ（TOTO_LSW850TP同等品）でお見込み
ください。

25 機械設備 基本設計図
P-107
P-005

市民広場棟「M2階おむつ替えスペース」について,平面図には添
付画像赤枠部の記載がありますが,器具表に室名と仕様の記載が
ありません。
「行政棟２階おむつ替えコーナー」に倣い,ベビーシート2台設置と
してよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

26 機械設備 基本設計図
P-108
P-002

行政棟「2階AGWC」「2階給水場」について,器具表には洗面器各
1台の記載がありますが,機器表・平面図には電気温水器の記載が
ありません。
電気温水器(A-WHE-1)を各室に1台設置としてよろしいでしょ
うか。

お見込みのとおりです。



提出された質疑について、次のとおり回答します。

番号 項目
書類名

図面名称
該当ページ 質問内容 回答

27 機械設備 基本設計図
P-108
P-003

行政棟「２階健康相談室」について,機器表には電気温水器,平面
図にはミニキッチンと電気温水器の記載がありますが,器具表に
は室名の記載がありません。
シングルレバー混合水栓,熱湯栓を各1個設置としてよろしいで
しょうか。

お見込みのとおりです。

28 機械設備 基本設計図
P-108
P-002
P-004

議会棟2階「更衣室1」「更衣室2」について,平面図には枠内画像
赤枠部の記載がありますが,器具表には室名の記載がありませ
ん。
ベッセル式手洗器,電気温水器(P-WHE-1)各1台設置としてよろ
しいでしょうか。

お見込みのとおりです。

29 機械設備 基本設計図
P-109
P-002
P-004

議会棟「3階授乳室1」について,平面図には枠内画像赤枠部の記
載があります。
P-004器具表(2)「注記2)授乳室のミニキッチン及び水栓類は
建築工事とする。」
との記載により,建築工事としてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

30 機械設備
基本設計図
機械設備

P-111
P-002

5階SW系統ガス給湯器のリモコンについて、
仮眠室1側と仮眠室2側にSW室がありますが、付属品として記載
のリモコンは1台です。どちらの仮眠室側SW室に設置するかご
指示ください。

5階SW系統ガス給湯器のリモコンについては2台とし、仮眠室1
側と仮眠室2側の両方に設置することとしてください。

31 機械設備
基本設計図
機械設備

P-012
P-002

6階･7階SW系統ガス給湯器のリモコンについて、
WC(M)側とWC(W)側にSW室がありますが、付属品として記
載のリモコンは1台です。どちらのWC側SW室にリモコン設置す
るかご指示ください。

６階・7階SW系統ガス給湯器のリモコンについてはそれぞれ2台
とし、WC(M)側とWC(W)側の両方に設置することとしてくださ
い。

32 機械設備
基本設計図
機械設備

P-104
P-105

冷却塔補給水系統加圧給水ポンプがX1-Y2Y3地下1階ろ過機
械室にプロットされております。水源の冷却塔補給水槽はピット
階X13-Y7に設計されており、水平距離で150m程度離れてい
るため、ポンプ吸い込み揚程では吸上げが困難です。
冷却塔補給水ポンプ直下に冷却塔補給水槽がある条件での検討
としてよろしいでしょうか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。
なお、冷却塔補給水ポンプ直下に冷却塔補給水槽がある条件で
の想定として検討ください。

33 機械設備
基本設計図
機械設備

機器表・プロット図に、駐車場用ガソリントラップの記載がありま
せん。
建築工事と考えてよろしいでしょうか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。
なお、工事区分については、本工事を想定しています。

34 機械設備
基本設計図
機械設備

駐車場用ガソリントラップが衛生工事の場合は、設置する工区・設
置場所・台数・仕様をご指示ください。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

35 機械設備
基本設計図
機械設備

機器表・平面図に、受水槽・雑用水槽・冷却塔補給水槽に対する塩
素滅菌装置の記載がありません。
循環式の塩素滅菌装置を設置する、としてよろしいでしょうか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。
なお、基本設計段階では、P-301 雨水利用設備図のとおり雑用
水系統に薬注装置を計上しています。

36 機械設備
基本設計図
機械設備

地下1階免震層に設置する免震フレキの免震量は800mmとして
よろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

37 機械設備
基本設計図
機械設備

消火設備用の床排水は不要としてよろしいでしょうか。 当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

38 機械設備
基本設計図
機械設備

消火設備用の床排水が必要な場合は、「対象となる消火設備」「床
排水の必要箇所」「排水の放流先」をご指示ください。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

39 機械設備
基本設計図
機械設備

泡消火設備用の排水は駐車場排水と兼用とし、設置不要としてよ
ろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

40 機械設備
基本設計図
機械設備

P-204
屋外消火栓設備の警戒は外壁部のみとし、建物内は屋内消火栓・
SPでの警戒として宜しいでしょうか。(添付資料)

お見込みのとおりです。

41 機械設備
基本設計図
機械設備

P-204
スロープ1、2および車路は泡消火設備での警戒として宜しいで
しょうか。(添付資料)

お見込みのとおりです。

42 機械設備
基本設計図
機械設備

P-204
泡消火は一般泡ではなく、特定駐車場用泡消火設備として宜しい
でしょうか。(2027年4月発売見込みの新システムとなりま
す)(添付資料)

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。
なお、基本設計段階では、一般泡消火を想定しています。

43 機械設備
基本設計図
機械設備

P-204
ろ過機械室2は屋内消火栓での警戒として宜しいでしょうか。(添
付資料)

お見込みのとおりです。

44 機械設備
基本設計図
機械設備

P-204
エレベーターは屋内消火栓での警戒として宜しいでしょうか。(添
付資料)

お見込みのとおりです。

45 機械設備
基本設計図
機械設備

P-205
エレベーターは屋内消火栓での警戒として宜しいでしょうか。(添
付資料)

お見込みのとおりです。

46 機械設備
基本設計図
機械設備

P-205
スロープ2は泡消火設備での警戒として宜しいでしょうか。(添付
資料)

お見込みのとおりです。

47 機械設備
基本設計図
機械設備

P-205
屋外階段1は屋内消火栓での警戒として宜しいでしょうか。(添付
資料)

お見込みのとおりです。

48 機械設備
基本設計図
機械設備

P-205
屋外階段1へ続く廊下はSPでの警戒として宜しいでしょうか。
(添付資料)

お見込みのとおりです。

49 機械設備
基本設計図
機械設備

P-206
エレベーターは屋内消火栓での警戒として宜しいでしょうか。(添
付資料)

お見込みのとおりです。

50 機械設備
基本設計図
機械設備

P-206
屋上警戒は屋外扱いとし、連結送水管での警戒は不要として宜し
いでしょうか。(添付資料)

お見込みのとおりです。

51 機械設備
基本設計図
機械設備

P-208
屋上警戒は屋外扱いとし、連結送水管での警戒は不要として宜し
いでしょうか。(添付資料)

お見込みのとおりです。

52 機械設備
基本設計図
機械設備

P-209
屋上警戒は、機械置場等と想定とし、連結送水管での警戒として
宜しいでしょうか。(添付資料)

連結送水管での警戒は不要です。

53 機械設備
基本設計図
機械設備

P-213
ヘリポートは連結送水管設備・移動式粉末消火設備での警戒とし
て宜しいでしょうか。(添付資料)

お見込みのとおりです。



提出された質疑について、次のとおり回答します。

番号 項目
書類名

図面名称
該当ページ 質問内容 回答

54 機械設備
【SCHP】01_建築工事

（建築）
A-111

工事区分表1_排水工事_項目No.11に「配管用漏水ドレンパン」と
あります。衛生工事の対象は排水管ですが、対象範囲が不明で
す。
電気室内を通過する排水管を対象とする、としてよろしいでしょ
うか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

55 機械設備
【SCHP】02_建築工事

（外構）

L-029-1
～4

P-101

【SCHP】02_建築工事（外構）L-029-1～4に噴水の詳細図があ
りますが、P101系統図(給水・ガス)に給水供給に関する記載が
ありません。
L-029-1～4を基に一次側上水管・一次側排水管を衛生工事で
計上する、と考えてよろしいですか。

お見込みのとおりです。

56 機械設備
参考数量表
(機械設備)

参考数量表ではウォーターサーバーが行政棟に16台,議会棟に2
台記載されていますが,機器表・平面図には記載がありません。
機器表・平面図を正としウォーターサーバーの設置は不要、と考
えてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

57 機械設備
参考数量表
(機械設備)

ウォーターサーバーを設置する場合は,数量は参考数量表通り、仕
様は「壁掛けタイプ 30L/h自動洗浄装置付 P8EBH相当」として
よろしいでしょうか。

質疑番号5６の回答のとおりです。

58 機械設備
基本設計図
機械設備

A-501

各棟OA・EAガラリチャンバーの内、機械設備工事で見込む箇所
がございましたら数量・サイズをご指示お願いします。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。なお、工事区分
のとおり、Acwに取り付くチャンバーボックス以外は設備工事を
想定しています。

60 機械設備
基本設計図
機械設備

M-006
他

ファンコイルユニットが機器表記載以外に、
プロット図では、下記の機器番号があります。
 D6,D8
 I3,I4,I6,I8,I12
プロット図を正とする場合、機器仕様及び台数をご指示くださ

質疑番号59の回答のとおりです。

61 機械設備
基本設計図
機械設備

M-103

A-AHU-0201　エントランスホール系統
M-103ダクト系統図では3フロアへの空調となっていますが、
M2Fは吹き抜けになっていますので、2フロアへの空調と考えて
よろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

62 機械設備
基本設計図
機械設備

M-110
EVホールの北と南でプロットさている機器番号がことなります。
「A-FCU-I3」と「A-FCU-I8」
両方とも「A-FCU-I3」と考えてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです

63 機械設備
基本設計図
機械設備

M-609

給気側にはVAVが設置され室内露点温度による変風量とありま
す。
室内および機器(外気と還気)のエアバランスの観点(オフセット
風量の確保)より、還気側も変風量とする必要はないでしょうか。

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

機器表に記載ないファンコイルユニットは以下仕様同等以上で計
上ください。

【行政棟】
A-FCU-D6
　天井カセット形（２方向吹出）
　冷房能力：（顕熱）4.90kW、（全熱）6.29kW
　暖房能力：11.26kW
　台　　　数：76台
A-FCU-D8
　天井カセット形（２方向吹出）
　冷房能力：（顕熱）6.52kW、（全熱）8.60kW
　暖房能力：１４．７５kW
　台　　　数：11台
A-FCU-I3
　天井埋込ダクト形
　冷房能力：（顕熱）2.74kW、（全熱）3.32kW
　暖房能力：6.19kW
　台　　　数：20台
A-FCU-I4
　天井埋込ダクト形
　冷房能力：（顕熱）3.48kW、（全熱）4.41kW
　暖房能力：８．０１kW
　台　　　数：3台

【市民広場棟】
S-FCU-D6
　天井カセット形（2方向吹出）
　冷房能力：（顕熱）4.90kW、（全熱）6.29kW
　暖房能力：１１．２６kW
　台　　　数：4台
S-FCU-D8
　天井カセット形（2方向吹出）
　冷房能力：（顕熱）6.52kW、（全熱）8.60kW
　暖房能力：14.75kW
　台　　　数：4台
S-FCU-D12
　天井カセット形（2方向吹出）
　冷房能力：（顕熱）8.13kW、（全熱）10.79kW
　暖房能力：18.45kW
　台　　　数：1台
S-FCU-I6
　天井埋込ダクト形
　冷房能力：（顕熱）4.78kW、（全熱）6.26kW
　暖房能力：10.68kW
　台　　　数：2台
S-FCU-I8
　天井埋込ダクト形
　冷房能力：（顕熱）6.63kW、（全熱）8.62kW
　暖房能力：１４．９９kW
　台　　　数：3台
S-FCU-I12
　天井埋込ダクト形
　冷房能力：（顕熱）8.52kW、（全熱）１０．５５kW
　暖房能力：19.49kW
　台　　　数：15台

59 機械設備
基本設計図
機械設備

M-006
他

ファンコイルユニットの機器表が行政棟のみとなっております。
中央広場棟にもファンコイルがプロットされています。
プロット図を「正」とする場合、機器仕様及び台数をご指示くださ
い。



提出された質疑について、次のとおり回答します。

番号 項目
書類名

図面名称
該当ページ 質問内容 回答

64 機械設備
基本設計図
機械設備

M-026
M-617

A-AHU-0201,0302
M-617計装図には還気VAVが記載されています。
機器表、プロット図には記載がありません。
どちらを「正」とすればよろしいでしょうか。
M-617計装図を「正」とする場合、機器仕様、台数をご指示くだ
さい。

A-AHU-0201は機器表、プロット図を正とし、計上ください。
A-AHU-0302はデシカント空調機のため、M-609図を参照く
ださい。

65 機械設備
基本設計図
機械設備

M-618
M-006

M-006機器表と、M-618計装図ではファンコイルの台数が異
なります。
「正」とする台数をご指示ください。

ファンコイルユニットの台数はM-006機器表及び質疑番号59の
回答の台数を正としてください。

66 機械設備 技術提案書（共通）

「９_技術提案書（共通）」に関して余白の調整はしてよろしいで
しょうか。

よろしいです。ただし、左側20mm以上、上下と右側は10mm以
上の余白は確保してください。

67 機械設備 技術提案書（共通）

「９_技術提案書（共通）」に関してお伺いいたします。
一次下請業者以下の市内業者の企業名等を記載しても差し支え
ないでしょうか。

実施要項Ⅴ.4.(5)注意事項①に記載のとおり、参加者が特定で
きる表現は避けてください。また、同様に技術提案書においても
企業名、個人名その他参加者の特定につながる記載は行わない
ものとします。

68 機械設備
仮設計画図一式

(参考図)
A-9005

建築図の仮設計画図より、設備機器で５Ｆ熱源室、空冷ﾁﾗｰ、屋上
階の冷却塔、排煙機など大型機器はタワークレーンを使用出来る
と考えてよろしいでしょうか。ご指示願います。

お見込みのとおり、別途建築工事で設置するタワークレーンを無
償で使用できるものとします。使用時期や条件については建築工
事請負業者との協議により決定するものとします。ただし、機械
設備工事でしか必要とならない箇所の機器搬出入及びタワーク
レーンを使用できない箇所の機器搬出入については、適切に重機
費用を計上ください。

69 機械設備
空調設備
　機器表

M-001～

機械の搬入で廃熱回収型吸収冷温水器などは、一体搬入出来る
と考えてよろしいでしょうか。搬入制限がかかる場合は、寸法や
重量などをご指示願います。

廃熱回収型吸収冷温水器等の機器搬入については、新築施工時
は、施工計画により一体搬入も可能と考えております。
ただし、建物完成後においては、搬入経路等の制約から一体搬入
は想定しておらず、分割搬入による対応を想定しております。
なお詳細な寸法や重量については、基本設計段階であるため、お
示しできません。

70 機械設備
空調設備
　機器表

M-001

GAR‐1、2排熱回収型吸収冷温水器について、煙道のルートが不
明です。また煙道材質及び板厚が不明です。ご指示願います。

X8～X9－Y３～Y４間の煙突（建築工事）に接続とします。
煙道材質及び板厚は亜鉛鉄板3.2tとして計上ください。

71 機械設備
空調設備
熱源廻り
系統図

M-001
M‐101

熱交換器HE‐2、3について、１次側冷水温度が7℃～14℃とあ
りますが、系統図では中温冷水系統です。15℃～22℃と読み替
えてよろしいでしょうか。また、その場合の機器仕様をご提示願
います。

お見込みのとおり、15℃～22℃と読み替えて計上ください。

72 機械設備
空調設備
　機器表

M-006
FCUの機器表が足りません。発行願います。
（A-FCU‐D6~D12・I3~I12・S-FCU機器表無し）

質疑番号59の回答のとおりです。

73 機械設備
空調設備
　機器表

M‐007～
M‐012

パッケージ機器表の注記に予備フィルター100％と記載がありま
すが、予備フィルターを設ける機器はパッケージのみと考えてよ
ろしいでしょうか。ご指示願います。

お見込みのとおりです。

74 機械設備
空調設備
　機器表

M-017～
M‐024

ストレートシロッコファンの電圧について、1φ200Vは異電圧仕
様となります。1φ100Vまたは3φ200Vとしてよろしいでしょ
うか。ご指示願います。

よろしいです。

75 機械設備
空調設備
　機器表

M-017～
M‐024

天井扇の電圧について、1φ200Vは異電圧仕様となります。1φ
100Vとしてよろしいでしょうか。ご指示願います。

よろしいです。

76 機械設備
空調設備
　機器表

M-002
M-111

HHP-1廃温水1次ポンプが平面図にありません。設置場所をご
提示願います。

行政棟5F熱源機械室としてください。

77 機械設備
空調設備
　機器表

M-002
M-111

MCHP‐1について、機器表では1台ですが平面図では4台です。
機器表を正としてよろしいでしょうか。また平面図の3台は
MCHP‐3・4と考えてよろしいでしょうか。ご指示願います。

お見込みのとおりです。

78 機械設備
空調設備
　機器表

M-002
M-111

HP-1温水1次ポンプが平面図にありません。設置場所をご提示
願います。

行政棟5F熱源機械室としてください。

79 機械設備
空調設備
　機器表

M‐008
M‐112

6Fパッケージ室内機A-EHP6‐2‐2について、機器表では1台で
すが、平面図では2台です。機器表を正としてよろしいでしょう
か。ご指示願います。

平面図の台数を正としてください。

80 機械設備
給排水衛生設備

機器表
P-001
P-104

C‐PD‐P116雑排水ポンプが平面図にありません。設置場所を
ご提示願います。

冷却塔補給水槽としてください。

81 機械設備
給排水衛生設備

機器表
P-001
P-104

C‐BP‐P101、102曝気ポンプが平面図にありません。設置場所
をご提示願います。

C-BP-P101：汚水槽
C-BP-P102：排水調整槽
としてください。

82 機械設備
給排水衛生設備

機器表
P-002
P-108

2階WC4の電気温水器について、機器表と平面図で相違があり
ます。A-WHE‐1（6L）2台、A-WHE‐2（12L）2台としてよろし
いでしょうか。ご指示願います。

次のとおり計上してください。
WC4(M）
A-WHE-1(6L)：1台、A-WHE-2(12L)：1台
WC4(W）
A-WHE-2(12L)：2台

83 機械設備 ECI実施要項
P13 2.
技術提案書
等の作成

技術提案書を紙媒体で提出する際、カラー印刷による提出でよろ
しいでしょうか。ご指示願います。

よろしいです。

84 機械設備 ECI実施要項
P13 Ⅴ.
技術提案書
等の提出

提案価格内訳書(任意様式)を提出とのことですが、明細につきま
しては既に受領している参考数量表をベースとするということで
よろしいでしょうか。ご指示願います。

参考数量表は、応募者の負担を軽減するために参考となる数量
をお示ししているものです。設計図書と参考数量表の内容に相違
があった場合、設計図書が優先されますので、参考数量表を参考
にしていただきながら、貴社で見積書を作成してください。

85 機械設備 機器表(2)
P-002
P-109

議員控室：P-WHE-3電気温水器について
流し台と電気温水器の数量が器具表､平面図とで数に相違ありま
す。機器表電気温水器、器具表混合水栓の数量は同じなので平面
図上のミニキッチン(建築工事）の数量も同じと考えて宜しいで
しょうか。ご指示願います。

器具表のとおり計上してください。

86 機械設備
特記仕様書

その2
MP-002

給水設備引込納付金について
要・不要の印がありません。別途工事と考えて宜しいでしょうか。
必要な場合は金額のご指示お願いします。

質疑番号１２の回答のとおりです。

87 機械設備
自動制御設備
計装図(16)

M-620

自動制御図に破線で雨水ナイフゲート弁の記載がございます。
衛生設備図には記載ございません。別途雨水RD工事(建築工事)
と考えて宜しいでしょうか。衛生設備工事の場合は系統数、仕様、
工事区分等をご指示願います。

工事区分については、バルブ及び制御は本工事、配管は建築工事
を想定しています。仕様等については以下の内容で計上してくだ
さい。
系統数：150A×1、200A×8、250A×4、300A×1
仕様：電動式ナイフゲート弁

88 機械設備
系統図

(給水･ｶﾞｽ)
P-101

空調設備加湿給水管について
冷却塔補給水槽系統竪管より各階に枝管バルブ止めと考えて宜
しいでしょうか。ご指示願います。

空調設備加湿給水管は冷却塔補給水系統配管より分岐としてく
ださい。

89 機械設備 参考数量表
P-82
P-134

ウォーターサーバーについて
参考数量表に行政棟に×16台、議会棟×2記載ありますが仕様が
不明です。
（器具表記載なし）参考型番などをご指示願います。

質疑番号57の回答のとおりです。



提出された質疑について、次のとおり回答します。

番号 項目
書類名

図面名称
該当ページ 質問内容 回答

90 機械設備
系統図

(給水･ｶﾞｽ)
P-101

給水設備
量水器設置系統が不明です。下記の系統別に設置するものと考
えてよろしいでしょうか。ご指示願います。
上水屋外部
・給本管引込部親(局ﾒｰﾀｰ貸与)×1
・屋外散水栓系統(局ﾒｰﾀｰ貸与)×1
上水受水槽2次側（隔測メーター）
・行政棟×1、ろ過設備×1、冷却補給水系統×1
・議会棟×1
・市民広場棟×1

中水
雑用水槽2次側（隔測メーター）
・行政棟×1、
・議会棟×1
・市民広場棟×1

当該事項については、基本設計段階であるため、実施設計および
技術協力業務の中で詳細を検討してまいります。

91 機械設備
器具表
外構図

P-003
P-103

外構に散水栓、植栽潅水用水栓の必要ヶ所の記載がありません。
必要ヶ所をご指示願います。

L-012-1～R 給水平面図を参照ください。

92 機械設備
ピット
平面図

P-104

ピット汚水槽､排水調整層に汚水排水ﾎﾟﾝﾌﾟ(機器表､平面図記
載)、ばっ気ポンプ(機器表記載）がありますが、系統図では汚水
槽､排水調整層には配管が繋がっておりません。BCP対応で汚水
主管系統に切替弁設置で汚水槽に放流で使用との考えでよろし
いでしょうか。用途についてご指示願います。

汚水槽はB1階系統の汚水槽。排水調整槽は雑排水系統を貯留す
る水槽になります。
また、BCP対応で汚水主管系統に切替弁設置し、放流する先は湧
水槽Bとしてください。

93 機械設備 外構図 P-103

給排水ガスインフラ工事について
外構図に既存ｲﾝﾌﾗ引込･接続管の記載がございませんが撤去の
必要なものがある場合は図示にてご指示願います。

本工事で撤去が必要なものの想定はありません。別途発注する解
体工事において、解体せずに残置したほうが良いものがあり、協
議した上で残置した場合は、本工事での撤去になります。

94 機械設備
系統図

(給水･ｶﾞｽ)
P-101

隔測量水器：検針盤、計装工事について
別途電気設備工事と考えて宜しいでしょうか。ご指示願います。

本工事としてください。

95 機械設備
雨水利用
機器表
系統図

P-301

雑排水槽に「下水再利用水」が入るようになっていますが、「下水
再利用水」について特記、図示がないため不明です。下水を再利
用するためのろ過設備、浄化槽設備などがあるのでしょうか。ま
たは下水再利用設備は不要でしょうか。ご指示願います。

下水再利用水については、埼玉県が供給する再生水を示してい
ます。なお、現時点で再生水の利用は予定していません。
図示している配管等は、将来的に再生水を導入するとなった際の
接続を考慮して計画したものです。なお、再生水は処理済みの水
であるため、ろ過設備その他の水処理設備は不要です。

96 機械設備
ピット
平面図

P-104

図面通りX8～X12－Y4～Y3に免震ピットと記載あり建物全体
ではなく部分的免震ピットの記載になっておりまた、P201消火
設備系統図えはB1階に免震層の記載があります。詳細が不明で
す。設備配管に影響する免震層横断箇所をご指示願います。

本計画は柱頭免震構造（免震装置位置：1階床下）となります。詳
細については建築図を参照ください。




